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種をまく
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コラム

無料の相談窓口をご案内します

CONSULTATION

相 談

休日当番医 午前８時 30分～午後５時 休日歯科当番医 午前９時～正午

※電話でご確認の上、受診してください。国東市民病院（ 67-1211）、あおぞら病院（ 72-0455）は救急病院です。

国東市副市長　中野 茂

11/13 はるかぜ医院 国見町大熊毛 89-9414
メープル尽クリニック 安岐町下原 67-2800

11/20 富来K.クリニック 国東町富来浦 73-3010
朝倉内科医院 安岐町中園 67-2012

11/23 国東中央クリニック 国東町北江 73-2200
定村内科医院 安岐町塩屋 67-2127

11/27 末綱クリニック 国東町田深 72-0433
あさひクリニック 国東町綱井 72-0365

12/４ 松木医院 国東町岩屋 72-0345
あおぞら病院 国東町小原 72-0455

12/11 福永胃腸科外科医院 国東町鶴川 72-3001
むさし整形外科医院 武蔵町古市 69-0171

11/13 清末歯科医院 国東町富来浦 74-0102

11/20 大原歯科医院 速見郡日出町 0977-
72-1616

11/23 ふじがき歯科医院 国見町伊美 82-1011

11/27 勝野歯科医院 杵築市
山香町内河野

0977-
75-1566

12/４ なかよし歯科医院 武蔵町古市 68-0118

12/11 なんば歯科医院 杵築市
杵築北浜

0978-
63-4182

⃝行政相談
行政などへの苦情や意見、要望を受け、その解決や実現を
促進します。
日　時 11/9㈬　午前10時～正午
場　所 みんなんかん、安岐総合支所
問 大分行政監視行政相談センター　 097-532-3715⃝障がい者福祉相談

障がい者のための総合相談窓口です。ご家族からの相談も可能です。
日　時 12/6㈫　午後１時30分～３時
場　所 みんなんかん
問 福祉課　障がい者支援係　 72-5164

⃝民事・家事手続き案内  ※前週金曜までに要予約
裁判所の利用や申立手続などについて説明・案内します。
日　時 12/14㈬　午前９時30分～午後３時30分
場　所 アストくにさき
申・問 大分地方・家庭裁判所杵築支部　 0978-62-2052

⃝成年後見定期相談会  ※要予約
認知症や障がいのために判断能力が十分でない方に対し
て、支援制度のご説明などの情報提供を行います。
日　時 11/21㈪　午後１時30分～３時
場　所 武蔵保健福祉センター
申・問 くにさき半島地域成年後見支援センター　 0978-25-5100

【県の新型コロナウイルスに関する相談窓口】
新型コロナウイルス相談窓口
097-506-2775（24時間対応）
新型コロナウイルスの全般的な相談窓口です。
東部保健所 国東保健部　 72-1127
新型コロナウイルスに感染した疑いがある場合など。

⃝こころの相談  ※３日前までに要予約
こころの悩み、人間関係、家族との問題など、つらい気持
ちを伝えてください。
日　時 11/17㈭　正午～午後１時
場　所 東部保健所　国東保健部
申・問 東部保健所　国東保健部　 72-1127

⃝行政書士会無料相談  ※要予約、１組30分以内
遺言・相続、在留資格、法人設立、各種許可申請など、お
気軽にご相談ください。
日　時 11/17㈭　午後１時～３時
場　所 みんなんかん
申・問 大分県行政書士会杵築支部　 0977-72-3001

⃝消費生活出張相談  ※要予約
消費生活に関するトラブルについて、解決に向けた助言や
情報提供を行います。
※市活力創生課では随時相談をお受けしています。
日　時 11/21㈪　午前10時～正午
場　所 安岐総合支所
申・問 国東市消費生活センター　 72-5183

⃝大分県よろず支援拠点  ※要予約
専門家が販路開拓や資金繰りなど、幅広い経営相談に応じます。
日　時 11/16㈬　午前10時～午後４時
場　所 国東市役所
申・問 国東市商工会　 72-2000

【ワクチンの副反応に関する相談窓口】
大分県新型コロナワクチン副反応等専門相談窓口
097-506-2850（午前９時～午後６時）
ワクチン接種後の副反応について専門的な相談に応じます。

　アストくにさき周辺一帯に、飯
塚遺跡があります。私が旧国東町
の文化財課の係長をしていた平成
10～11年度に、遺跡の発掘調査
が実施され、木製品、木簡、土器
など多数の出土遺物がありまし
た。発掘現場の端っこで、何気な
く木片を拾ってみると、なんと文
字らしきものが。これが木簡との
出合いでした。出土した木簡には
「武蔵里長」や「国前臣刀佩」と

気になる文字がありました。
　古代日本の「地方」は、701年
に制定された大宝律令で、国・
郡・里の三段階の行政組織に編成
され、それぞれ国司・郡司・里長
が置かれたといわれています。里
は50戸で構成され、郡は２～20
里とされています。よって、「武
蔵里長」の木簡が示すことは、武
蔵という里は50戸程度の集落で、
大宝律令の下で私たちのご先祖様

が生活をしていたのではないかと
いうことです。この木簡から、飛
鳥、奈良、平安時代のくにさきの
地が目に浮かび、「なんと立派な
平城京」「鳴くようぐいす平安京」
の時代が身近に感じられました。
　調査の結果、飯塚遺跡は重要な
意味を持つ遺跡であることが分か
り、報告書が発行されています。
詳しくは文化財課にお問い合わせ
ください。

 古
いにしえ

のくにさきが浮かぶ飯塚遺跡

　
今
日
９
月
８
日
㈭
は
、
二に

十じ
ゅ
う

四し

節せ
っ

気き

の
ひ
と

つ
「
白は
く

露ろ

」。
夜
中
の
大
気
が
冷
え
、
草
花
や

木
に
朝
露
が
宿
り
始
め
る
頃
。
降
り
た
露
は
ひ

か
り
、
白
い
粒
の
よ
う
に
見
え
、
日
中
の
暑
さ

も
和
ら
ぎ
は
じ
め
、
だ
ん
だ
ん
と
秋
の
気
配
が

深
ま
っ
て
く
る
頃
で
す
。

　
外
で
は
、
秋
の
虫
た
ち
が
に
ぎ
や
か
に
鳴
き

始
め
、
明
る
い
月
の
光
が
部
屋
の
中
深
く
ま
で

忍
び
込
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夜
、

窓
か
ら
は
涼
し
い
冷
気
が
入
り
込
ん
で
く
る
よ

う
に
な
り
、
あ
の
暑
い
夏
の
夜
が
、
嘘
の
よ
う

で
す
。
大
型
台
風
が
過
ぎ
去
り
、
夏
の
暑
さ
を

一
緒
に
連
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　
今
日
は
、
二
十
四
節
気
の
一
つ
「
白
露
」
で

す
が
、
昔
の
人
は
、「
二
十
四
節
気
、
七し
ち

十じ
ゅ
う

二に

候こ
う
」
と
し
て
、
季
節
を
二
十
四
と
七
十
二
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
名
前
を

付
け
た
の
で
す
。

　
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
「
白
露
」
と
は
、
夜

中
に
大
気
が
冷
え
、
草
花
や
木
に
朝
露
が
宿
り

始
め
る
頃
を
い
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
の
朝
は
、

降
り
た
露
は
光
り
、
白
い
粒
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。
大
気
は
澄
み
、
早
朝
海
岸
に
出
れ
ば
、
本

当
に
美
し
い
日
の
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
夏
の
暑
さ
も
和
ら
ぎ
始
め
、
だ
ん
だ
ん
と

秋
の
気
配
が
深
ま
っ
て
く
る
よ
い
季
節
で
す
。

　
「
白
露
」
と
は
、
こ
の
日
の
こ
と
を
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
日
か
ら
次
の
節

気
の
「
秋
分
」
前
日
ま
で
の
期
間
と
し
て
の
意

味
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
場
合
、
そ
の
期
間

を
「
初し
ょ

候こ
う

」「
次じ

候こ
う

」「
末ま

っ

候こ
う

」
の
三
つ
に
分

け
、「
初
候
」
は
「
草
く
さ
の

露つ
ゆ

白し
ろ
し」

す
な
わ
ち
草
に

降
り
た
露
が
白
く
光
る
、「
次
候
」
は
「
鶺せ
き

鴒れ
い

鳴な
く

」
す
な
わ
ち
鶺せ

き
鴒れ

い
が
鳴
き
始
め
る
、「
末
候
」

は
「
玄つ
ば
め鳥

去さ
る

」
す
な
わ
ち
ツ
バ
メ
が
南
に
帰
っ

て
行
く
、
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
細

か
く
そ
の
季
節
を
気
象
の
動
き
や
動
植
物
の
変

化
で
表
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
「
二
十
四
節
気
、
七
十
二
候
」
の
よ
う

な
言
葉
も
季
節
感
も
、
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
が
、
昔
の
中
国
人
は
繊せ
ん

細さ
い

で
、
季

節
の
移
ろ
い
を
言
葉
で
表
す
名
人
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。

白は
く

露ろ

国
東
市
長
　
　
三
河
　
明
史
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